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小
樽
市
の
赤
岩
山
（
西
赤
岩
山
・

3
7
1
ｍ
）
～ 

下
赤
岩
山
（
東
赤
岩
山
・

2
7
9
ｍ
）
の
北
側
海
岸
沿
い
の
斜
面
に

広
が
る
「
小
樽
・
赤
岩
」。
北
海
道
最
大

の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
エ
リ
ア
と
し
て
、
北

海
道
内
外
の
ク
ラ
イ
マ
ー
を
集
め
る
。
今

年
も
５
～
6
月
に
は
、
道
内
各
地
の
山

岳
会
、
大
学
山
岳
部
な
ど
に
よ
る
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
や
沢
登
り
、
救
助
訓
練
の
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場
と
し
て
、

多
く
の
岳
人
で
賑
わ
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

明
治
時
代
以
降
の
信
仰
や
修
験
の
場
で

あ
っ
た
こ
の
一
帯
が
、
そ
の
一
方
で
岳
人
た

ち
の
岩
登
り
の
場
と
な
っ
て
か
ら
、
今
年

が
ち
ょ
う
ど
1
0
0
年
の
節
目
に
当
た

る
。
多
く
の
岳
人
の
篤
志
に
も
支
え
ら
れ

て
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
、
岩
登
り
の
場
と

し
て
の
素
晴
ら
し
さ
が
発
信
さ
れ
て
多
く

の
ク
ラ
イ
マ
ー
を
育
て
、
今
日
の
赤
岩
が

あ
る
こ
と
を
記
録
と
し
て
と
ど
め
て
お
き

た
い
。

大
正
15
年
に
始
ま
る
登
攀
史

　
「
北
大
山
岳
部
部
報
1
号
」
＝

1
9
2
8
年
（
昭
和
3
年
）
刊
＝
に
、

卒
業
後
、
詩
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
井
田

清
に
よ
る
「
小
さ
な
岩
登
り
」
と
題
し
た

一
文
が
掲
載
さ
れ
、
赤
岩
の
ル
ー
ト
開
拓

期
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
井

田
は
、
陸
地
測
量
部
の
1
9
1
6
年
（
大

正
5
年
）
測
量
の
地
形
図
「
小
樽
西
部
」

を
も
と
に
関
心
を
深
め
、
探
索
に
至
っ
た

こ
と
を
書
き
込
ん
で
い
る
。

　

1
9
2
6
年
（
大
正
15
年
）

9
月
24
日
、
井
田
は
山
岳
部
の
仲

間
、
小
森
五
作
、
高
橋
喜
久
治
と

3
人
で
赤
岩
を
訪
れ
、
岩
登
り
の

可
能
性
を
求
め
て
偵
察
を
行
う
。

井
田
は
こ
う
記
す
。

初
め
て
赤
岩
を
訪
れ
た
日
の
喜

び
は
、
小
さ
な
塔
や
岩
壁
の
観

察
で
費
や
さ
れ
た

海
と
崖
の
こ
の
静
し
ず
か

な
眺
め
の
様

に
私
の
内
に
は
何
か
し
ら
新
な

も
の
が
蘇

よ
み
が
えり
生
ま
れ
て
来
る
。

新
な
望
み
と
約
束
の
様
な
う
れ

し
さ
が
丁
度
あ
の
崖
と
海
の
線

の
交
錯
の
様
に
夢
と
追
憶
の
懐

な
つ
か

し
さ
の
交
り
の
内
に
湧わ

い
て
来
る

　

こ
の
偵
察
を
踏
ま
え
て
そ
の
一
週
間
後

の
10
月
1
日
に
井
田
は
、
高
橋
喜
久
治
、

山
縣
浩
と
3
人
で
赤
岩
に
登
攀
に
入
る
。

こ
れ
が
赤
岩
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
事
始
め

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
井
田
の
部
報
の
文

面
か
ら
は
、
初
登
の
喜
び
と
緊
張
が
読
み

取
れ
る
。

ぬ
れ
た
岩
壁
も
何
か
し
ら
し
と
や
か
に

優
し
そ
う
に
見
え
た
。
私
は
初
め
て
大

声
を
あ
げ
た
。
狂
つ
た
様
に
、
見
え
な

い
友
の
方
へ
ど
な
つ
た
。
そ
し
て
唯
一
の

頼
り
で
あ
る
ザ
イ
ル
を
た
ぐ
り
は
じ
め

た
。
私
の
手
は
友
の
体
を
感
じ
て
う
れ

し
か
つ
た
。
ザ
イ
ル
の
も
た
ら
す
こ
ん
な

喜
び
を
私
は
こ
の
時
ほ
ど
う
れ
し
く
感

じ
た
事
は
な
い
。
友
の
手
が
出
て
来
る
。

「
や
ー
」
私
は
叫
ん
だ
が
友
は
無
言
。

ナ
ー
ゲ
ル
（
皮
製
で
底
皮
に
金
具
を
打

ち
込
ん
だ
登
山
靴
の
こ
と
）
が
岩
に
ガ

リ
ガ
リ
い
つ
て
居
た
。
矢や

は張
り
足
が
宙

ぶ
ら
り
ん
で
居
る
の
ら
し
い
。
裂さ

け
め目
に

や
が
て
二
人
黙
つ
て
這は

い入
つ
て
居
た
。
下

で
も
う
一
人
の
友
が
「
行
く
ぞ
ー
」
と

ど
な
つ
た

　

井
田
ら
は
こ
の
時
に
登
っ
た
２
つ
の
岩
壁

の
ル
ー
ト
図
を
部
報
に
残
し
て
お
り
、
現

在
の
ル
ー
ト
名
で
言
え
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
岩

と
西
赤
岩
正
面
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

全
道
の
主
要
な
山
の
ル
ー
ト
を
紹
介
し

た
最
初
の
ガ
イ
ド
本
『
北
海
道
の
山
岳
』

（
晴
林
堂
・
1
9
3
1
年
（
昭
和
6
年
）

刊
）
に
は
、「
小
樽
赤
岩
附
近
」
と
し
て
、

1
章
（
7
㌻
相
当
）
が
割
か
れ
、
井
田

ら
が
北
大
山
岳
部
部
報
に
発
表
し
た
ル
ー

ト
図
2
枚
（
西
赤
岩
山
の
北
向
き
の
岩
壁

「
西
赤
岩
正
面
」
図
右
、
西
赤
岩
山
頂
上

か
ら
西
北
の
岩
塔
「
ベ
ル
ギ
ー
岩
」
図
左
）

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

道
央
の
岳
人
の
活
躍
の
場
と
し
て

　
『
北
海
道
の
山
岳
』
が
出
版
さ
れ
た

1
9
3
1
年
（
昭
和
6
年
）
8
月
当

時
、
地
元
・
小
樽
の
岳
人
を
中
心
に
、
赤

岩
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
そ
の
代
表
格
が
、
小
樽
在
住

で
小
樽
山
岳
会
を
牽
引
し
、
登
山
家
と
し

て
の
多
彩
な
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
版
画

家
、
俳
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
一い

ち
は
ら
あ
り
の
り

原
有
徳

（
1
9
1
0
～
2
0
1
0
年
・
日
本
山

岳
会
元
会
員
）
だ
っ
た
。

　

一
原
は
後
年
に
書
き
残
し
た
「
小
樽
赤

岩
の
今
昔
」
と
い
う
一
文
の
中
で
、

私
ら
が
（
赤
岩
で
）
最
初
に
ザ
イ
ル
を

組
ん
だ
の
は
1
9
3
1
年
（
昭
和
6

年
）
の
夏
で
あ
っ
た
が
、
既
に
北
大
山

岳
部
は
足
跡
を
残
し
て
い
た
。
西
赤
岩

山
の
頂
上
か
ら
、
鼻
岩
（
現
在
は
崩
壊
）

の
稜
線
を
伝
っ
て
ベ
ル
ギ
ー
岩
に
登
る

の
を
よ
く
見
た
し
、
西
壁
や
東
赤
岩
山

の
岩
壁
に
ハ
ー
ケ
ン
の
跡
が
見
ら
れ
た
。

当
時
社
会
人
に
は
、
日
高
山
脈
が
い
ま

の
ヒ
マ
ラ
ヤ
よ
り
も
遠
い
存
在
で
あ
っ
た

こ
ろ
で
、
私
ら
は
西
赤
岩
山
の
三
つ
の

岩
塔
付
近
や
西
壁
、
東
赤
岩
山
の
登
れ

そ
う
な
と
こ
ろ
を
探
し
て
は
、
初
登
頂

気
取
り
で
登
っ
て
い
た
。
だ
が
赤
岩
山

は
山
の
技
術
を
磨
く
ゲ
レ
ン
デ
と
呼
び
、

そ
う
し
た
意
識
で
あ
っ
た
。〈
中
略
〉
意

識
は
ゲ
レ
ン
デ
で
も
対
象
自
体
に
目
標

を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年

赤
岩
山
で
札
樽
登
山
会
が
行
わ
れ
た
の

を
契
機
と
し
て
、
急
速
に
岩
登
り
す
る

岳
人
が
拡ひ

ろ

ま
っ
た
。
そ
し
て
、
赤
岩
山

か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
と
、
殆

ほ
と
ん

ど
の
岳
人
は
こ

こ
を
ゲ
レ
ン
デ
と
し
て
い
た

と
振
り
返
っ
て
い
る
。

　

1
9
5
0
年
（
昭
和
25
年
）、
日
本
山

岳
会
北
海
道
支
部
大
会
（
岩
登
り
交
歓

登
山
）
が
赤
岩
で
開
か
れ
、
東
赤
岩
山
の

白
竜
の
ガ
レ
、
摩
天
の
ガ
レ
、
真
水
の
ガ

レ
、
西
赤
岩
山
の
赤
黄
の
ガ
レ
の
4
ル
ー

ト
で
集
中
登
攀
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ

の
大
会
に
合
わ
せ
て
、
ホ
ス
ト
役
の
小
樽

山
岳
会
は
初
め
て
の
ル
ー
ト
ガ
イ
ド
「
赤

岩
山
」
を
作
り
、
ル
ー
ト
図
や
写
真
を
盛

り
込
ん
で
赤
岩
の
魅
力
を
伝
え
る
冊
子
を

作
っ
て
参
加
者
ら
に
配
布
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
ガ
イ
ド
冊
子
は
、
そ
の
後
の
赤
岩
に

岳
人
を
呼
び
込
む
上
で
大
き
な
手
掛
か
り

に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
大
会
開
催
の
き
っ
か

け
で
あ
る
日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
は

1
9
4
9
年
（
昭
和
24
年
）
3
月
に
設
立
さ

れ
た
が
、
1
9
5
3
年
（
昭
和
28
年
）
5
月

に
い
っ
た
ん
消
滅
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
、
小
樽
山
岳
会
の
精
鋭
8

人
で
作
っ
た
至
峰
会
、
札
幌
山
岳
会
や
え

ぞ
山
岳
会
な
ど
も
関
わ
り
、
ル
ー
ト
開
拓

が
進
め
ら
れ
て
、
1
9
7
0
年
代
に
は
赤

岩
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど

海
外
の
高
峰
を
目
指
す
動
き
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
。

ア
ル
パ
イ
ン
か
ら
フ
リ
ー
へ

　

従
来
の
ル
ー
ト
開
拓
が
ほ
ぼ
ひ
と
段

落
し
た
1
9
8
0
年
ご
ろ
、
赤
岩
に

も
、
安
全
の
た
め
の
確
保
用
具
の
み
で
岩

を
登
る
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
波
が
押

赤岩・奥リスでの当支部のトレーニング風景
2023 年 6月

一
原
有
徳
（
上
）
た
ち
ク
ラ
イ
マ
ー
は
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
で
登
っ
て
い
た
と
い
う

（
ル
ー
ト
ガ
イ
ド
冊
子
「
赤
岩
山
1
9
5
0
年
版
」
掲
載
の
写
真
）

赤岩山（山縣浩・
『北海道の山岳』より）一原有徳

西壁
（西赤岩正面）ベルギー岩

小樽・赤岩
ルート開拓百年

黒川　伸一
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し
寄
せ
始
め
る
。
そ
れ
ま
で
の
、
登
山
靴

で
登
る
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
エ
イ

ド
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
人
工
登
攀
）
か
ら
、

1
9
8
0
年
代
に
入
っ
て
、
フ
ラ
ッ
ト
ソ
ー

ル
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
）
に
よ
る
フ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
移
行
す
る
大
変
革

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　

1
9
6
9
年
（
昭
和
44
年
）
く
ら
い

か
ら
赤
岩
で
登
っ
て
き
た
沼
崎
勝
洋
会
員

（
81
・
小
樽
市
）
は
、
ま
さ
に
そ
の
た
だ

中
で
変
革
に
遭
遇
し
た
最
前
線
の
ク
ラ
イ

マ
ー
の
一
人
だ
っ
た
。
小
樽
Ｇ
Ｃ
Ｃ
を
経

て
小
樽
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
と
い
う
山

岳
会
を
つ
く
っ
て
赤
岩
通
い
を
続
け
た
沼

崎
さ
ん
は
、
1
9
8
1
年
（
昭
和
56
年
）

4
～
5
月
の
北
海
道
山
岳
連
盟
の
ミ
ニ

ヤ
コ
ン
カ
（
ミ
ニ
ャ
・
コ
ン
ガ
）
北
東
稜

遠
征
（
25
人
参
加
）
に
参
加
し
た
が
、
遭

難
（
8
人
が
滑
落
死
）
に
遭
遇
し
て
し
ま

う
。

　

帰
国
後
し
ば
ら
く
の
間
、
遭
難
後
の
後

処
理
に
追
わ
れ
、
失
意
や
脱
力
感
に
さ
い

な
ま
れ
る
中
、
1
9
8
3 

年
（
昭
和
58 

年
）
6
月
に
参
加
し
た
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
講
習
会
が
転
機
と
な
り
、
赤
岩
登
攀

で
積
極
的
に
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
技

術
を
採
り
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う

ち
に
約
20
歳
年
下
の
若
者
、
吉
田
和
正

の
登
攀
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
ル
ー
ト
探

索
に
つ
き
合
う
日
々
が
続
い
た
。
吉
田
ー

沼
崎
の
二
人
は
1
9
8
0
年
代
～
90
年

代
、
赤
岩
で
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ル
ー

ト
開
拓
を
次
々
と
進

め
、
登
攀
技
術
に
秀

で
た
「
孤
高
の
ク
ラ

イ
マ
ー
」
吉
田
和
正

は
全
国
に
知
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

赤
岩
の
フ
リ
ー

ル
ー
ト
の
8
割
以

上
が
吉
田
に
よ
る
初

登
攀
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
で
沼
崎
会
員
が

パ
ー
ト
ナ
ー
を
務
め

て
い
る
。
吉
田
は
北

海
道
に
と
ど
ま
ら
ず
、

伊
豆
・
城
ケ
崎
の
岩
場
な
ど
で
多
く
の
国

内
最
高
難
度
の
ル
ー
ト
を
開
い
た
。

　

国
内
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
界
で
大
き
な
足

跡
を
残
し
た
吉
田
は
2
0
1
6
年
（
平

成
28
年
）
9
月
、
病
に
よ
り
富
良
野
で
53

歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
が
、
そ
の
活
躍
の
ベ
ー

ス
は
小
樽
・
赤
岩
で
の
日
々
に
あ
っ
た
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

北
海
道
の
岳
人
を
支
え
続
け
た
赤
岩

　

こ
の
一
世
紀
の
間
に
、
岩
を
目
指
す
ク

ラ
イ
マ
ー
の
足
元
は
登
山
靴
か
ら
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
に
替
わ
り
、
登
り
方
や
ス

タ
イ
ル
も
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
小
樽
・

赤
岩
は
、
北
海
道
の
岳
人
が
登
攀
技
術
を

磨
く
場
で
あ
り
続
け
、
技
術
研け

ん
さ
ん鑽

の
拠よ

り

所
と
い
う
位
置
づ
け
は
変
わ
ら
な
い
。

　

赤
岩
で
は
過
去
に
少
な
く
と
も
6
件
の

死
亡
事
故
が
起
き
た
の
を
は
じ
め
、
時
々

事
故
が
起
き
る
。
で
き
る
だ
け
安
全
に
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
め
る
環
境
を
整
備
し

よ
う
と
い
う
ク
ラ
イ
マ
ー
自
身
の
篤
志
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

赤
岩
で
ク
ラ
イ
マ
ー
の
出
発
拠
点
で
あ

る
赤
岩
峠
か
ら
西
壁
周
辺
の
各
ル
ー
ト
に

向
か
う
ア
プ
ロ
ー
チ
ル
ー
ト
で
は
、
赤
岩

を
愛
す
る
ク
ラ
イ
マ
ー
に
よ
っ
て
、
小
樽
自

然
遊
歩
道
か
ら
「
沼
崎
新
道
」
と
呼
ば
れ

る
短
縮
歩
道
が
整
備
さ
れ
た
り
、
急
峻
な

場
所
に
は
ロ
ー
プ
や
梯
子
が
随
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

2
0
1
1
年
（
平
成
23
年
）
8
月
～

2
0
1
3
年
（
平
成
25
年
）
10
月
に
は
、

北
海
道
山
岳
連
盟
と
北
海
道
勤
労
者
山
岳

連
盟
に
よ
る
「
小
樽
赤
岩
ル
ー
ト
整
備
協

議
会
」
が
、
計
41
回
（
延
べ
1
5
7
人
）

の
作
業
に
よ
っ
て
53
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ル
ー

ト
の
1
0
6
カ
所
を
整
備
し
た
。
具
体

的
に
は
、
確
保
支
点
や
懸
垂
下
降
支
点
と

し
て
塩
水
に
強
い
接
着
剤
を
使
っ
た
ケ
ミ

カ
ル
ア
ン
カ
ー
を
2
2
6
カ
所
、
チ
ェ
ー

ン
を
25
カ
所
設
置
す
る
な
ど
し
た
。

　

ル
ー
ト
ガ
イ
ド
本
も
、1
9
5
0
年（
昭

和
25
年
）
に
小
樽
山
岳
会
が
大
会
用
に

作
っ
た
ル
ー
ト
紹
介
パ
ン
フ
が
ベ
ー
ス
と
な

り
、そ
の
後
の
1
9
8
4
年
（
昭
和
59
年
）

に
小
樽
山
岳
連
盟
が
発
行
し
た
「
小
樽
赤

岩
山　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ガ
イ
ド
と
登
攀

史
」（
写
真
右
）　
、
2
0
1
4
年
（
平

成
26
年
）
に
赤
岩
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
協

議
会
が
発
行
し
た
「
赤
岩
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
写
真
左
）
な
ど
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

　

登
山
靴
で
登
っ
て
い
た
時
代
と
現
在
の

よ
う
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
で
登
る
時

代
の
両
方
を
経
験
し
、
多
く
の
ク
ラ
イ
マ
ー

を
現
地
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
ア
プ
ロ
ー

チ
歩
道
「
沼
崎
新
道
」
の
整
備
に
尽
力
し

た
り
し
て
き
た
沼
崎
勝
洋
会
員
の
話
で
、

こ
の
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
。

　

僕
は
1
9
6
9
年
、
当
時
小
樽
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
イ
マ
ー
だ
っ
た
上
口
明
さ
ん
か
ら
赤

岩
で
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
赤
岩
通
い
が
続

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
原

有
徳
さ
ん
、
今
健
一
さ
ん
、
小
林
年
さ
ん

ら
の
大
先
輩
方
と
一
緒
に
赤
岩
な
ど
で
学

ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

1
9
8
1
年
4
～
5
月
の
北
海
道

山
岳
連
盟
の
ミ
ニ
ヤ
コ
ン
カ
北
東
稜
遠
征

の
あ
と
、
1
9
8
3
年
（
昭
和
58
年
）
に

た
ま
た
ま
秀
岳
荘
主
催
の
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
講
習
会
（
講
師
：
中
山
芳
郎
、

赤
岩
）
に
参
加
し
て
「
異
次
元
の
世
界
」

と
衝
撃
を
受
け
、
翌
日
に
秀
岳
荘
で
フ
ラ
ッ

ト
ソ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
ズ
を
購
入
し
、
見
よ

う
見
ま
ね
で
赤
岩
で
使
い
始
め
、
一
カ
月

半
か
け
て
基
本
的
な
使
い
方
を
習
得
し
、

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
魅
力
を
知
り
ま

し
た
。

　

そ
の
う
ち
に
、
僕
よ
り
2
ま
わ
り
年
下

の
吉
田
和
正
と
い
う
稀
代
の
ク
ラ
イ
マ
ー

と
出
会
い
、
赤
岩
通
い
に
つ
き
合
い
ま
し

た
。
彼
は
北
大
を
卒
業
後
も
札
幌
で
プ
ー

タ
ロ
ー
の
よ
う
な
生
活
を
続
け
、
僕
の
自

宅
兼
事
務
所
な
ど
に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら

赤
岩
で
登
攀
力
を
磨
き
ま
し
た
。
シ
ー
ズ

ン
中
は
ほ
ぼ
毎
日
、
僕
が
仕
事
を
終
え
て

午
後
2
時
ご
ろ
か
ら
夕
方
ま
で
、
パ
ー

ト
ナ
ー
（
ビ
レ
イ
ヤ
ー
）
を
務
め
て
赤
岩

の
ル
ー
ト
開
拓
に
向
き
合
う
日
々
だ
っ
た
。

互
い
に
技
術
を
磨
き
、
90
年
代
に
か
け
て
、

彼
が
多
く
の
フ
リ
ー
ル
ー
ト
を
開
く
の
を

目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

彼
の
登
攀
力
は
抜
き
ん
出
て
い

ま
し
た
。
自
分
に
と
っ
て
も
大
き

な
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

彼
は
赤
岩
に
と
ど
ま
ら
ず
、
道

内
で
赤
岩
青
巌
峡
（
占
冠
）、
見

晴
岩
（
名
寄
）、
神
威
岩
（
神
威

古
譚
）、
義
経
岩
（
洞
爺
湖
）
の

登
攀
ル
ー
ト
を
初
登
し
て
全
国

に
発
信
し
、
彼
の
お
か
げ
で
、
北

海
道
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
全
国
レ

ベ
ル
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
彼

を
慕
っ
て
、
多
く
の
若
者
、
実
力

の
あ
る
ク
ラ
イ
マ
ー
ら
が
赤
岩
に

や
っ
て
き
て
、
僕
は
ビ
レ
イ
を
行
う

「
便
利
屋
の
お
じ
さ
ん
」
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

西
壁
周
辺
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
短

縮
路
（
沼
崎
新
道
）
は
、
西
壁

周
辺
で
過
去
に
何
回
か
遭
難
が
あ

り
、
赤
岩
峠
か
ら
1
時
間
以
上

か
か
っ
て
い
た
た
め
、
遭
難
対
策
上
も
必

要
と
考
え
、
1
9
8
5
年
（
昭
和
60
年
）

か
ら
2
年
か
け
て
整
備
し
た
も
の
で
、
赤

岩
峠
か
ら
西
壁
の
「
ト
カ
ゲ
の
洞
窟
」
ま

で
25
分
程
度
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
赤
岩
で
は
当

初
、
異
端
的
に
み
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
今
は
当
た
り
前
の
時
代
に
な

り
ま
し
た
。
隔
世
の
感
を
抱
き
ま
す
。

〈
本
人
談
〉

「
岩
と
雪
1
6
4
号
」（
1
9
9
4
年
6
月
）

吉
田
和
正
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
誌
面

クライミングシューズ（EBシューズ）で
東のチムニー岩「中山ハング」を攀じる

沼崎勝洋さん
1983 年秋

沼
崎
勝
洋
会
員
の
話

小
樽
の
自
宅
で
、
吉
田
和
正
と
登
っ
た
時
の
ル
ー
ト
を

書
き
留
め
た
メ
モ
を
見
な
が
ら
話
す
沼
崎
勝
洋
さ
ん


